
平成 27年 (レ )]

全衛生教 レベル コース

安全衛生教育を実施する際、その教育内容が確実に伝わるかどうかは、教育する側と教育される側のコ
ミュニケーションが重要な因子であるとされています。一方、労働災害を減少させるためのツールとして
職場改善のためのアクションチェックリストがあります。

本コースでは、コミュニケーション技術と職場改善の二つに焦点をあてて研修を行い、労働安全衛生教
育指導者のレベルアップを図ることを目的とした現場実践型の研修を実施します。

<本コースの特色>
‐f'自分のコミュニケーションカ・プレゼンカが把握でき、その能力の向上が行えること
(f)実際の工場現場で、アクションチェックリス トを使った職場改善手法を体験できること

募 集 人 数 研 1修 ■期1間
2日間0名

受 講 料

46,440円 (テキスト代・消費税8%を含む。)

・コミュニケーションを学ぶ重要性
。自己紹介を通してわかること
。日常の出来事の提えかた
。話の聴き方 (信頼関係の作り方)
。ソフレーミングの使い方
・プレゼンテーションが上手くなる方法
2教育心理     ‐
・講義型の限界・体験型の可能性
・教えない教え方
・動機づけ理論
・足場かけ理論
・学びの手法としてのブレインストーミング

修 ■了 |‐ 証

修了者には修了証を交付します。

職場改善チェックリストの使い方

職場改善チェックリストを用いた実習
(予定事業場 )

_響明治 蘭西アイスクリームェ場 (第 1回 )
・ダ f́キンエ業輸堺製作所臨海工場 (第 2回 )

・株式会社USJ(第 3回 )
グ
'レ

ープ討議
・チェックリスト結果を用いての討議
・討議結果発表

総括
・担当講師による総括講義

受■講 対1象

労働安全衛生教育実施者、もしくは担当者

コミュニケーション技術力

第 1回

第 2回

第 3回

平成 27年 5月 28日

平成 27年 9月 17日

平成 28年 1月 18日

5月 29日  (金 )
9月 18日  (金 )
1月 19日  (火 )

(本 )

(木 )

(月 )
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